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Kawagoe is popular with Kurazukuri buildings. The view turned superficial, because it failed 
originally business and depends on tourism. It comes from Kawagoe losing continuities from 
public space to private by dividing business and life. This project makes excitements by building 
the new sakagura. And I think the buildings have to be designed with reading site contexts. 
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　史跡は現代にいながら、昔の人々の生活を窺い知る
ことのできる重要な場所である。例えばそれが寺社、
仏閣のように日常的な場でなければ存続させていくこ
とはそれほど難しいことではないが、その対象が町並
みになったとき状況は異なる。多くの場合、前時代の
建築の性能は現代の生活と噛み合わず、問題が生じ
る。川越では蔵造りの町並みの外観を保存し、観光に
利用しているが生活との不和からいずれの観点からも
違和感が生まれてしまっている。今回の設計では土地
が培ってきた固有の魅力を、見た目の模倣に依存しな
い方法で引き継いでいくことを考える。
　埼玉県川越市には戦火を免れた蔵造りの町並みが広
がり、情緒漂う観光地として人気を博している。しか
し、元来の生業である織物商が破綻し、観光に依存し
た土産物屋が増えたことで町並みはテーマパークのよ
うな表面的なものに変わってしまっている。それは蔵
造りの建物に通りからの連続性を生み出していたパブ
リックからプライベートへの階層的な空間の変化が産
業と生活の分断により失われたことに由来するのでは
ないかと考える。今回の設計では川越の土地柄、及び
観光業とも親和性の高い酒蔵という産業施設をつくる
ことで町並みの中に内容の伴った奥行きと生産活動に
よる動きを生み出す。そのとき、過去の形式に固執し
ない現在の形式でありながらも、川越の歴史の文脈の
上にある設計を行うことで歴史の継承と現代の生活の
併存を考える。
(1) 川越概略
　蔵造りの街並みがいかにして形成され、そして現在
のような観光地になっていったのかを古地図などの資
料から調査を行うことで川越の抱える問題点を考え
る。
(2) 日本酒造り
　いくつもの工程を経て醸される日本酒の製造を調査
し、各室に要求される性能を求めていく。また、蔵の
起源や発展形式に由来するいくつものタイポロジーを
理解することで酒蔵と周辺環境との関係の在り方を探
る。
(3) 建築設計
　酒蔵のようなスケールが大きな建築の街中での建ち
方として、街区の内側にヴォリュームを置き、周辺と
接する面積を減らすことを考えた。また、街路から全
景を捉えられないようにすることで、周囲のいくつか
の異なる様相に対してもそれぞれの接道部で関係性を
つくりやすくなっている。
　構造形式は生産を行う仕込み倉は無垢材による木造
を採用し、それ以外の貯蔵、事務棟、寮棟などは特定
の形式に限らず、それぞれに適した構造で設計を行
う。
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　修士設計にあたって、熱心にご指導頂いた坂本一成
先生、富永譲教授に感謝致します。
副査の陣内秀信教授、下吹越武人教授にも助けて頂き
ました。
また、木造の基本的な知識すらない私の頓珍漢な質問
にも真摯に答えて下さった網野禎昭教授にも感謝して
います。
調査に協力して下さった酒蔵の皆様や相談に乗ってく
れた研究室の仲間、手伝いの後輩、たくさんの方々の
協力のおかげで、ここまで辿り着くことができまし
た。
最後に、大学で建築を学ばせてくれた両親にも感謝し
ています。
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